


【２】

・
鷹
栖
町
土
地
開
発
公
社

定
款
の
変
更

郵
便
貯
金
法
の
廃
止
に

伴
い
、
郵
便
貯
金
の
用
語

を
削
除
す
る
定
款
の
変
更

を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、「

再
度
の
育
児
休
業

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

別
の
事
情」

「

部
分
休
業

の
承
認
要
件
の
緩
和」

に

関
す
る
条
文
の
追
加
等
の

改
正
を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

関
係
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
育
児
短
時
間
勤
務
制

度
導
入
に
係
る
勤
務
時
間
、

週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の

割
り
振
り
等
の
条
文
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
職
員
の
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
係
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
条
番
号
の
変
更
改
正

を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

旭
川
市
の
処
理
手
数
料

の
改
正
に
伴
い
、
し
尿
処

理
手
数
料
及
び
汚
泥
処
理

手
数
料
の
改
正
を
し
ま
し

た
。

・
鷹
栖
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
、
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
で
、
老
齢
年
金

受
給
者
世
帯
の
国
民
健
康

保
険
税
は
年
金
か
ら
特
別

徴
収
す
る
方
法
を
追
加
す

る
改
正
を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
有
住
宅
使
用
条

例
の
一
部
改
正

鷹
栖
中
学
校
の
教
員
住

宅
解
体
に
伴
い
、
そ
の
住

宅
を
条
例
か
ら
削
除
す
る

改
正
を
し
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
公
共
施
設
の
暴

力
団
排
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

暴
力
団
員
等
に
対
し
、

使
用
制
限
す
る
公
共
施
設

に
公
営
住
宅
等
を
追
加
す

る
改
正
を
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
1，
0
7
7
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

を
51
億
5，
2
7
7
万
円

と
し
ま
し
た
。

・
総
務
費
△
4
9
6
万
円

・
民
生
費
1
2
8
0
万
円

・
衛
生
費

4
5
8
万
円

・
農
林
費

1
1
7
万
円

・
土
木
費

35
万
円

・
教
育
費
△
3
1
7
万
円

主
な
内
容

・
燃
料
高
騰
緊
急
支
援
事

業

1，
0
8
4
万
円

・
選
挙
等
事
業
費
確
定
に

伴
う
補
正
△
4
9
6
万
円

・
18
年
度
国
保
会
計
の
事

業
費
確
定
に
伴
う
繰
出
金

の
補
正

4
3
3
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
6，
4
4
4
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

を
8
億
9，
3
2
4
万
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
内
容
は
、
医

療
費
の
増
に
伴
う
保
険
給

付
費
の
増
額
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
1
7
1
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
を
5

億
7，
4
3
2
万
円
と
し

ま
し
た
。

補
正
内
容
は
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
に
伴

う
保
険
給
付
費
の
増
額
で

す
。

12月定例会で決めたこと

第4回定例会は、12月13日から2日間の会期を
もって開催し、町長の主要な動静について行政報
告を受けたあと、4名の議員が一般質問を行い、
町長の考えをただしました。
議案審議では、土地開発公社の定款変更、条例

改正5件、一般会計、国民健康保険特別会計及び
介護保険特別会計の補正予算などを審議の結果、
原案のとおり可決しました。
また、選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を

行い、指名推薦により各4名の方々を選出しました。
追加提案された福祉灯油の緊急支援事業及び廃

棄物最終処分場造成工事請負契約締結事項の変更
の2件についても、原案のとおり可決し、閉会し
ました。

定

款

条

例

補
正
予
算

第４回定例会

し
尿
手
数
料

・
一
般
家
庭
50

に
つ
き

改
正
前
3
0
0
円

改
正
後
3
4
0
円

・
事
業
所
等
50

に
つ
き

改
正
前
6
1
5
円

改
正
後
7
9
5
円

汚
泥
処
理
手
数
料

・
事
業
所
50

に
つ
き

改
正
前
3
1
5
円

改
正
後
4
5
5
円

，



【３】

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
、
選

挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
皆
さ
ん
を
指
名
推
薦

で
選
出
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
19
年
12

月
20
日
か
ら
平
成
23
年
12

月
19
日
ま
で
で
す
。

○
選
挙
管
理
委
員

上
島

聰
さ
ん

北
1
条
1
丁
目

得
永

伸
一
さ
ん

北
野
西
2
条
1
丁
目

長
谷
川

進
一
さ
ん

18
線
11
号

上

勉
さ
ん15

線
23
号

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

三
宅

照
美
さ
ん

南
1
条
2
丁
目

水
島

重
夫
さ
ん

12
線
2
号

只
野

博
巳
さ
ん

15
線
13
号

稲
場

雄
さ
ん

21
線
16
号

■
廃
棄
物
最
終
処
分
場
造

成
工
事
請
負
契
約
締
結
事

項
の
変
更

・
契
約
の
金
額

1
億
7，
9
2
3
万
5

千
円
を
1
億
8，
5
0
8

万
3
千
5
0
0
円
に
変
更

し
ま
し
た
。

変
更
内
容
は
、
地
下
排

水
工
の
排
水
計
画
変
更
に

よ
る
も
の
で
す
。

5
件
の
意
見
書
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
可
決
し
、
各
関
係

省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
Ｂ
Ｓ
Ｅ
全
頭
検
査
の
実

施
に
関
す
る
意
見
書

■
季
節
労
働
者
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

■
産
地
づ
く
り
交
付
金
の

税
制
特
例
に
よ
る
一
時
所

得
扱
い
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

■
第
二
期
地
方
分
権
に
あ

た
り
地
域
間
格
差
の
解
消

を
求
め
る
意
見
書

■「

森
林
環
境
税（

仮
称）」

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

■
条
例
の
一
部
改
正

・
鷹
栖
町
議
会
の
議
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

・
鷹
栖
町
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例

・
鷹
栖
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

い
ず
れ
も
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
期
末
手
当
の

率
の
改
定
等
、
関
係
条
文

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
補
正
予
算

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
に
そ
れ
ぞ
れ
59
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

を
51
億
4，
2
0
0
万
円

と
し
ま
し
た
。

内
容
は
上
川
中
部
消
防

組
合
へ
の
負
担
金
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

意
見
書

第5回

臨
時
会

11月26日

9

月

17
日

鷹
栖
町
老
人
会
第
35
回
長
生
き
感
謝
祭

29
日

さ
っ
ぽ
ろ
鷹
栖
会
総
会

10

月

2
日

勇
払
郡
厚
真
町
議
会

議
会
報
特
別
委
員
会
視
察
来
町

3
日

鷹
栖
町
退
職
議
員
親
睦
会
総
会

議
会
報
特
別
委
員
会

4
日

夕
張
郡
栗
山
町
議
会
に
視
察
研
修

9
・
10
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
内
行
政
視
察

13
日

北
海
道
自
治
体
学
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
か
み
か
わ

16
日

議
会
報
特
別
委
員
会

19
日

福
祉
の
つ
ど
い
2
0
0
7

22
・
23
日

経
済
福
祉
常
任
委
員
会
道
内
行
政
視
察

24
日

委
員
長
等
会
議

議
員
協
議
会

議
会
報
特
別
委
員
会

29
日

中
国
農
業
研
修
生
送
別
会

11

月

1
日

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

14
日

虻
田
郡
豊
浦
町
議
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
来
町

15
日

北
海
道
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

旭
川

16
日

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

「

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー」

17
日

鷹
栖
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

創
立
30
周
年
記
念
納
会

22
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

26
日

第
5
回
鷹
栖
町
議
会
臨
時
会

26
〜
30
日

全
国
町
村
議
会
議
長
会

全
国
大
会
及
び
現
地
研
修
会

12

月

3
日

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

4
日

上
川
中
央
部
市
・
町
議
会

正
副
議
長
定
例
会
議

5
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

元
鷹
栖
町
議
会
議
員
山

義
一
様
葬
儀

7
日

議
会
運
営
委
員
会

第５回臨時会・議会のうごき



【４】

質
問平

成
19
年
度
の
町
政
執

行
方
針
に「

基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
持
続
・
発
展

は
、
町
の
元
気
づ
く
り
の

基
本
だ」

と
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら「

品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
担
い
手

重
視
の
政
策
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
町
長
に

は
、
町
の
農
業
者
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

「

最
低
限
の
所
得
保
障」

と
聞
こ
え
は
良
い
の
で
す

が
、
実
情
は
農
業
者
の
生

産
意
欲
の
低
下
、
農
業
離

脱
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
国
に
対
し
て
鷹

栖
町
の
実
情
を
、
声
を
大

き
く
し
て
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

「

新
規
就
農
者
確
保
対

策
事
業」

と「

農
業
後
継

者
組
織
活
動
支
援
事
業」

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
7
〜
13
年
ま
で
は

様
々
な
内
容
が
あ
り
、
補

助
件
数
52
件
に
対
し
、
補

助
総
額
1
億
9，
3
9
0

万
円
で
、
農
業
後
継
者
43

名
、
新
規
就
農
者
6
名
が

新
し
く
農
業
に
従
事
す
る

結
果
と
な
り
、
十
分
な
支

援
効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
事
業

が
見
直
さ
れ
、
平
成
14
〜

19
年
に
お
い
て
は
、
31
件
、

8
2
0
万
円
と
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
、

町
長
の
言
っ
て
い
る「

新
規

就
農
者
・
農
業
後
継
者
の

支
援
や
担
い
手
の
育
成･

確
保」

に
つ
な
が
っ
た
と

言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

本
当
の
意
味
で
担
い
手

農
業
者
の
自
立
支
援
に
つ

な
が
る
事
業
と
な
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
町
が
一
丸
と

な
っ
て
、
平
成
20
年
度
以

降
の
施
策
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

行
政
と
農
協
の
関
係
に

つ
い
て
で
す
が
、
近
年
の

情
報
化
社
会
で
は
、
農
業

経
営
に
お
い
て
も
、
情
報

を
知
ら
な
い
こ
と
が
マ
イ

ナ
ス
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

農
業
者
に
伝
わ
る
情
報

が
少
な
い
分
、
行
政
や
農

協
が
情
報
を
細
か
く
発
信

し
て
い
く
こ
と
も
農
業
支

援
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

行
政
は
も
っ
と
両
農
協

と
の
連
携
を
強
く
し
、
町

の
農
業
発
展
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
く
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答
弁

町
長

「

品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策」

に
つ
い
て
で
す

が
、
町
に
お
け
る
小
麦
・

大
豆
の
単
収
は
低
い
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
結

果
と
し
て
面
積
あ
た
り
単

価
も
大
変
低
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
心
配
さ
れ
た

「

産
地
づ
く
り
交
付
金」

は
減
額
さ
れ
ず
に
ほ
ぼ
前

年
並
み
に
交
付
さ
れ
る
と

共
に
、
新
た
に「

農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
の
で
、
町
全
域
を
対

象
に
取
り
組
ん
で
い
る

「

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業」

と
併
せ
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
独
自
の「

み

ん
な
で
創
る
地
域
農
業
交

付
金
制
度」

も
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
機
関
・
団
体

と
一
体
と
な
っ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
確
保
対

策
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

や
重
要
性
を
十
分
認
識
し

た
上
で
、
関
係
機
関
や
農

家
の
若
い
人
達
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
効
果

的
な
対
策
と
な
る
よ
う
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
の
担
い

手
育
成
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
や
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
新
規
就
農
者
の
Ｐ

Ｒ
等
も
行
い
、
今
後
も
育

成
・
支
援
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
と
農
協
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
農
家
に
対
す

る
事
業
に
は
、
農
協
が
行

う
も
の
、
農
業
団
体
が
行

う
も
の
、
町
が
行
う
も
の

と
様
々
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
町
の
農
業
振
興
に
役

立
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

農
協
・
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
に
つ
い
て
は
、

農
政
関
係
の
幹
事
会
を
作

っ
た
り
、
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
を
作
り
、

事
業
の
円
滑
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

いっぱんしつもん

問答
鷹
栖
町
の
将
来
に
向
け
た

農
業
施
策
と
支
援
に
つ
い
て

農
政
事
業
の円

滑
化
を
図
る

新
田

健
一

議
員

大豆の収穫作業
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質
問平

成
20
年
度
の
歳
入
見

込
み
は
、
疲
弊
す
る
地
方

対
策
を
重
視
す
べ
き
と
の

政
府
の
方
針
転
換
と
、
法

人
事
業
税
の
再
配
分
に
よ

っ
て
、
多
少
希
望
は
持
て

そ
う
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て

町
の
財
政
は
厳
し
い
と
聞

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
思
い
切
っ
た
歳

出
削
減
や
節
約
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
各
種
団
体
・
各

種
事
業
に
補
助
し
て
い
る

事
業
内
容
を
点
検
し
、
節

減
で
き
る
も
の
が
な
い
か

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

特
に
、
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル

ズ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

つ
い
て
は
、
町
民
か
ら

「

今
な
ぜ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
な
の
だ
ろ
う
か」

と
い

う
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
す

が
、
継
続
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

次
に
、
公
共
工
事
の
入

札
方
法
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
町
長
は「
公
正
公
平

に
入
札
を
し
て
い
ま
す」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
も
う
少
し
落
札
率
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

行
政
評
価
に
つ
い
て
、

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

行
政
評
価
や
、
各
種
事
業

の
点
数
化
は
、
事
業
の
優

先
度
や
事
務
事
業
の
見
直

し
を
図
る
尺
度
と
し
て
公

表
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答
弁

町
長

地
方
交
付
税
は
、
今
後

も
減
少
し
て
い
く
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

無
駄
遣
い
を
し
な
い
こ
と

や
、
き
ち
ん
と
し
た
財
政

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
大
綱
に
沿
っ
た

形
で
、
平
成
16
年
に
は
前

年
度
補
助
金
額
の
10
％
削

減
、
平
成
17
年
度
は
食
糧

費
を
除
く
補
助
対
象
経
費

の
70
％
、
平
成
18
年
度
は

補
助
対
象
経
費
の
60
％
以

内
に
す
る
こ
と
を
基
本
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
新
し
い

事
業
補
助
金
も
創
設
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
き
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
見
直
し
を

続
け
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
使
っ
て
い

く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
給
付
も
大

変
増
え
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
現
実
を
見
な
が
ら
負

担
を
お
願
い
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
十
分
な
説
明

と
併
せ
て
、
必
要
な
部
分

に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け

軽
減
対
策
を
考
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
狙
い
は
、

現
在
植
樹
さ
れ
た
苗
木
や

芝
生
の
維
持
管
理
経
費
が

必
要
な
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
作
り
、
収
益
の

一
部
を
維
持
管
理
経
費
に

充
て
て
い
く
考
え
で
整
備

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン

以
外
に
も
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
通
じ
て
町
内
外
の

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
鷹
栖
の

Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
等
の
落
札
率
を
下

げ
る
工
夫
は
常
に
行
っ
て

お
り
、
発
注
方
法
に
つ
い

て
は
、

性
能
発
注
や

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
の
公
表
に
つ

い
て
は
、
一
つ
の
基
準
で

点
数
化
す
る
こ
と
は
大
変

困
難
で
す
。

た
だ
、
平
成
20
年
度
か

ら
は「

事
業
別
予
算」

に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
分
析
や
コ
ス
ト
計

算
が
し
や
す
く
な
る
と
同

時
に
、
経
営
意
識
の
向
上

に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
傾
向
と

し
て
は
、
事
業
ご
と
の
評

価
点
数
や
目
標
数
値
を
作

っ
て
、
そ
の
達
成
度
合
を

評
価
す
る
方
法
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
手
法

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
つ
一

つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
当

初
の
目
的
や
必
要
度
を
常

に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

身
の
丈
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

いっぱんしつもん

問答
行
財
政
改
革
を

ど
う
進
め
る
の
か

身
の
丈
に
合
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を

近
藤

義
紀

議
員

パレットヒルズ植樹祭

※
1

※
2

※
１

性
能
発
注
と
は
、
発
注
す

る
物
の
性
能
の
み
を
提
示
し
、

詳
細
な
仕
様
に
つ
い
て
は
受

注
者
に
委
ね
る
発
注
方
法
。

※
２

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
、

複
数
の
業
者
か
ら
提
案
書

（

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル）

を
提
出

し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら

設
計
者
を
選
定
す
る
方
法
。
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質
問教

育
は
全
て
の
国
民
に

関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
あ

り
、「

国
家
百
年
の
計」

と
も
言
わ
れ
、
社
会
の
あ

り
方
そ
の
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

平
成
19
年
6
月
に「

教

育
関
連
三
法」

が
改
正
さ

れ
、
新
し
く
学
校
現
場
に

「

副
校
長」

「

主
幹
教
諭」

「

指
導
教
諭」

を
創
設
す

る
こ
と
や
教
育
委
員
会
の

責
任
の
明
確
化
、
体
制
の

強
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

伺
い
ま
す
。

43
年
ぶ
り
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
実
施
、
国
際
学

習
到
達
度
調
査
が
行
わ
れ
、

読
解
力
・
数
学
的
応
用
力･

科
学
的
応
用
力
が
大
き
く

落
ち
込
む
結
果
と
な
り
ま

し
た
。「

ゆ
と
り
教
育」

が
学
力
低
下
を
招
い
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
と
り
教
育」

の
見

直
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答
弁

教
育
長

教
育
基
本
法
が
60
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
、
日
本
の

教
育
の
方
向
性
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
、

目
指
す
べ
き
理
念
が
確
立

さ
れ
る
と
共
に
、
学
校
教

育
基
本
法
を
始
め
と
す
る

教
育
関
連
三
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
組
織
強

化
と
し
て
、
校
長
・
教
頭

の
他
に
新
し
く
管
理
職
を

配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
在
北
海
道
教
育
委

員
会
で
検
討
中
で
す
が
、

本
町
の
小
中
学
校
の
規
模

で
は
、
管
理
職
を
配
置
す

る
よ
り
も
一
般
の
先
生
を

増
や
す
ほ
う
が
効
果
的
と

思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
組
織
強

化
、
責
任
の
明
確
化
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
改
正
で

「

毎
年
、
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て

点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
報
告
書
を
作
成
し
、

議
会
に
提
出
す
る
と
と
も

に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い」

と
新
た
に
規
定
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
自
ら
が
責

任
を
持
っ
て
事
務
・
事
業

の
管
理
・
執
行
を
す
る
こ

と
に
よ
り
効
果
的
な
教
育

行
政
の
推
進
と
、
教
育
行

政
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

評
価
の
項
目
や
内
容
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
考
慮
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
体
制
の
充

実
、
学
校
へ
の
支
援
機
能

を
高
め
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
指
導
主
事
の
配
置
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
は
嘱
託

で
の
指
導
主
事
配
置
を
検

討
し
て
お
り
、
指
導
主
事

兼
教
育
相
談
員
と
し
て
教

員
を
退
職
さ
れ
た
方
を
嘱

託
職
員
と
し
て
配
置
し
、

学
校
・
地
域
・
家
庭
・
保

護
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
と
併
せ
て
、
教
育
相
談

業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「

ゆ
と
り
教
育」

に
つ

い
て
は
、
今
回
の
学
習
指

導
要
領
の
改
正
で
は
、
小

中
学
校
共
に
総
授
業
時
数

や
主
要
教
科
の
時
数
を
増

加
さ
せ
る
一
方
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る「

総
合
学

習
の
時
間」

を
減
ら
す
こ

と
が
改
正
点
と
な
っ
て
お

り
、
中
学
校
で
は
体
育
で

武
道
・
ダ
ン
ス
の
必
修
化
、

小
学
校
で
は
外
国
語
活
動

の
週
一
時
間
必
修
化
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
じ
っ
く
り

と
学
習
に
取
り
組
め
る
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

基
礎
・
基
本
に
十
分
取
り

組
み
、
応
用
力
不
足
解
消

を
目
指
す
も
の
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
ま
で
に
教

育
関
係
機
関
・
団
体
と
十

分
調
査
を
進
め
た
上
で
、

外
国
語
教
育
や
武
道
等
の

必
修
化
に
対
応
す
べ
く
、

具
体
的
な
条
件
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
総
合
学
習
の

中
で
、
子
ど
も
達
の
活
力

を
一
層
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
、
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
保
護
者
・
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
、
子

ど
も
達
の「

心
の
ゆ
と
り」

も
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答
教
育
委
員
会
の
組
織
強
化
と

ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
に
つ
い
て

効
果
的
な教

育
行
政
の
推
進

植
西

辰
義

議
員

いっぱんしつもん

中学校農業体験
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質
問農

業
振
興
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
べ
く
、㈱
鷹
栖

町
農
業
振
興
公
社
が
設
立

さ
れ
て
21
年
に
な
り
ま
す
。

公
社
は
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
の
生
産
目
標
の
60
万

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

た
い
せ
つ
支
部
原
料
ト
マ

ト
部
会
の
調
査
で
は
、
今

後
も
生
産
量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
ま
た
、
生
産
者

の
現
状
は
、
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
の
た
め
生
産
意

欲
が
減
退
し
て
い
る
状
況

で
す
。

時
代
に
あ
っ
た
単
価
設

定
や
構
造
改
革
な
ど
、
公

社
の
対
策
の
遅
れ
が
減
産

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
が
、
原
料
ト
マ
ト

の
作
付
け
が
増
え
ず
、
製

造
目
標
が
達
成
で
き
な
い

理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

町
長

公
社
は
、
企
業
と
し
て

製
品
の
製
造
目
標
を
持
つ

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、

過
去
に
一
度
だ
け
60
万

を
製
造
し
た
実
績
か
ら
目

標
に
設
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
町

の
野
菜
作
付
け
全
体
が
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
原
料
ト

マ
ト
に
も
同
じ
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

平
成
19
年
の
平
均
単
収

は
8
ｔ
に
達
し
ま
し
た
が
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
生
産

量
は
51
万
5，
0
0
0

で
、
目
標
数
値
に
は
程
遠

い
状
況
で
す
。

原
因
と
し
て
は
、
生
産

者
の
高
齢
化
・
価
格
、
ま

た
、
原
料
の
品
質
基
準
が

厳
し
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
対
策
と
し

て
、
ハ
ウ
ス
導
入
費
助
成

に
加
え
、
平
成
19
年
に
行

っ
た
全
作
付
地
の
土
壌
診

断
結
果
を
、
平
成
20
年
の

生
産
に
活
か
し
て
い
く
と

共
に
、
平
成
19
年
は
病
害

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

接
木
苗
の
導
入
費
助
成
を

平
成
20
年
度
予
算
で
措
置

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
生
産
拡

大
に
向
け
、
公
社
や
農
協

と
十
分
相
談
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問公

社
株
は
、
両
Ｊ
Ａ
で

50
％
、
町
が
49
％
、
佐
藤

節
雄
公
社
社
長
が
1
株
保

有
し
て
い
ま
す
。

町
と
利
害
関
係
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
㈱
鷹
栖
町

農
業
振
興
公
社
の
株
式
未

公
開
株
を
町
長
が
持
つ
こ

と
は
、
倫
理
上
問
題
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

町
長
と
公
社
の
利
害
関

係
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

町
長

私
が
公
社
株
を
1
株
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、

平
成
14
年
に
鷹
栖
農
協
が

合
併
し
た
際
、
公
社
の
持

ち
株
1，
2
0
0
株
の
う

ち
6
0
0
株
を
町
に
買
い

取
っ
て
欲
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
取
締
役
会
で

協
議
し
た
結
果
、
町
が
取

得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
6
0
0
株
全
て
を

町
が
取
得
し
た
場
合
、
発

行
株
数
の
50
％
に
達
す
る

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法

第
2
4
3
条
の
3
の
規
定

に
よ
り
、
公
社
の
事
業
計

画
や
決
算
等
の
経
営
状
況

を
議
会
に
報
告
を
す
る
義

務
が
発
生
し
ま
す
。

し
か
し
、
公
表
す
る
と
、

個
別
に
異
な
る
取
引
条
件

や
卸
売
価
格
が
あ
り
、
色

々
な
支
障
が
あ
る
た
め
、

6
0
0
株
の
譲
渡
株
の
う

ち
5
9
9
株
を
町
が
取
得

し
、
残
り
の
一
株
を
公
社

の
社
長
が
保
有
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

公
社
の
経
営
上
必
要
な

措
置
で
あ
り
、
議
会
に
も

理
解
を
得
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
倫
理
上
の
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

いっぱんしつもん

問答
生
産
拡
大
に
向
け

急
が
れ
る
対
策
に
つ
い
て

公
社
・
農
協
と

十
分
相
談
し
対
応
す
る

藤
澤

孝
夫

議
員

問答
町
長
の
公
社
株

取
得
に
つ
い
て

農
業
振
興
公
社
と
し
て
の

経
営
上
必
要
な
措
置

「オオカミの桃」生産ライン



総務文教常任委員会
平成19年10月９・10日（２日間）／上士幌町・更別村

【８】

●上士幌高等学校を地域の高校としてさらに充実・振
興させ、教育水準を向上させることを目的に、平成5

常任委員会行政調査

道立上士幌高等学校の北海道版構造改革・地域再生特区の取り組みについて（上士幌町）

廃食油を活用した燃料の製造販売・産官学の協働による循環型農業の研究について（更別村）

年に「上士幌高等学校振興会」を設立し、町を挙げて
学校存続に取り組んでいる。
【事業内容】
①高等学校の宣伝強化と募集活動
②特色ある学校づくりの推進
③通学対策の充実
④奨学金制度（返還義務なし）
⑤学校外体験学習

●振興会は、町交付金と会費により運営されている。

町を挙げての学校存続に向けた姿勢は見習うところ
が多かった。道立高校にも関わらず地域で守っていく
という考え方は、同じ状況にある鷹栖町でも、今後参
考にし、検討していく必要があると考える。

●建設業を営んでいるが、公共事業の減少等の状況の
中、建設業以外の分野への進出を考え、廃食用油のリ
サイクル事業を立ち上げた。家庭・飲食店・スーパー・
食品工場等から出る廃食用油を回収しバイオディーゼ
ル燃料（ＢＤＦ）に変換し、自社車輌や地元自治体・
企業に供給販売している。
●平成17年より寒冷地走行実験を行い、－20℃でも使
用できる精製加工方法を確立、製品の安定化に成功し
た。今冬は帯広市内で大型バスでの寒冷地走行実験を
行い、ＢＤＦの普及活動に取り組む予定。
●事業としての利益追求だけではなく、十勝農業試験
場や帯広畜産大学・開発建設部・十勝支庁・周辺自治
体と連携し、化石燃料をＢＤＦに置き換えた完結型の
農業を目指している。
●今後は、廃食用油のほか、油糧作物を農家が耕作す
ることによって、地元農業の振興も図る。さらに、Ｂ
ＤＦ事業が新たな雇用の場となり、地域の活性化につ
ながることを期待している。

廃食用油は鷹栖町でも活用しているが、精製があま
り良くないため、精製方法を改善し、安定化を図る必
要がある。また、地元農業の振興にもつながるのであ
れば、油糧作物を新たな農作物として取り入れていく
ことも検討すべきと考える。

調査概要・内容

委 員 会 所 見

調査概要・内容 委 員 会 所 見

更別村
上士幌町
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常任委員会行政調査

●平成13年3月に「健康長寿のまちづくり条例」を制
定し、福祉のまちづくりを推進している。
●町国保病院では、平成13年度に「認知症コーディネー
ター（看護師）」と「認知症窓口担当医師」を配置し、
平成15年度6月には「もの忘れ外来」を開設した。
●平成15年度に厚生労働省のモデル事業の指定を受け、
「認知症高齢者家族やすらぎ支援事業」に取り組み、
事業効果や課題の検証を行っている。
●平成18年10月に「地域包括ケア推進会議」を設立し、
保健・医療・福祉の連携強化を目指すケア部会の設置や
虐待防止ネットワークの構築、「はいかい高齢者ＳＯＳ
ネットワーク」の設置など、多様な事業を展開している。

住民が参加・協力して、継続性を持った事業展開が
されていた。

「健康長寿のまちづくり条例」は、検討委員会が町
長に提出した試案がきっかけとなって制定された条例
であり、住民参加の行政が推進されている。
「在宅福祉ネットワーク活動」は住民の80％で組織

され、見守り活動・友人活動など13種類の活動項目を
設け、住民同士の助け合いの輪が拡大しており、住民
の福祉に対する意識の高さを感じた。

●昭和63年に高医療費市町村安定化制度の指定を受け、
医療給付費の適正化と国保事業の運営安定化のため、
生活習慣病予防の取り組みをスタートさせた。

●平成17年度からは、内臓脂肪型肥満者の生活習慣改
善支援を目的に、「国保ヘルスアップ事業」に取り組
み、成果を挙げている。これは、健診結果の内容を分
析して個別プログラムを作成し、自己実践コース・水
中運動教室・腹部ＣＴ検査などにより、生活習慣病予
防に役立てている。
●血圧手帳の配布や基本検診受診の必要性を記した文
書の配布など、啓蒙活動に積極的に実施している。

保健活動の取り組みの中で高く評価する点として、
基本健診の受診率の高さがある。平成17年は上富良野
町77.6％で鷹栖町は52.3％である。
その要因には様々な理由が考えられ、単純に比較で

きないが、国保事業の将来を考えたとき、町民の基本
健診受診率を高めることは重要であり、今後とも積極
的に進める必要がある。

認知症の早期発見と取り組みについて（本別町）

調査概要・内容

健康診断の結果に基づく保健活動について（上富良野町）

委 員 会 所 見

調査概要・内容

委 員 会 所 見

経済福祉常任委員会
平成19年10月22・23日（２日間）／本別町・上富良野町

本別町
上富良野町
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●平成12年4月に地方分権一括法が施行され、地方議
会の果たす役割は大きく広がり、その責任がさらに増
すことになったことをきっかけとして、議会がいかに
住民に理解・支持される活動を展開したらよいか、ま
た、いかに信頼を得るかをテーマに、平成13年度から
様々な議会活性化策を検討・実施してきた。
●特に、議会と住民が町政における課題やそれに対応
する政策の形成・決定過程の情報を公開・共有し、住

調査概要・内容
民に対して説明責任を果たすことが重要であり、議会
改革や議会活性化といった取り組みが求められている
中で、「町民に開かれた議会づくり」に取り組んでいる。
●議員及び議会にとって、議会の改革・活性化は永遠
のテーマであり、町民の代表である多人数による合議
制の機関として、町民の意思を町政に的確に反映させ
るため、いつの時代においても継続して議会の権能を
発揮し、その責任が果たせるように、4年半に及ぶ議
会改革と活性化策の集大成として、平成18年に全国初
の「議会基本条例」を制定した。

時代に対応した議会改革・議会活性化を推し進め、
住民が参画できる開かれた議会づくりに取り組むこと
が重要であると実感すると共に、栗山町の「議会基本
条例」を参考に、鷹栖町議会における議会改革・活性
化を永遠のテーマとしてとらえ、定義・推進し、実現
していくことが重要である。

所 見

研修報告・委員会活動

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

市
町
村
合
併
等
特
別
委
員
会

月
7
日

12第
4
回
定
例
会
で
審
議

す
る
議
案
や
意
見
書
の
取

扱
い
な
ど
議
会
運
営
に
つ

い
て
審
議
し
、
会
期
を
2

日
間
を
決
め
ま
し
た
。

9
月
9
・

日
10

上
士
幌
町
及
び
更
別
村

㈲
更
別
企
業
に
お
い
て
、

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

月

日

11

22

第
5
回
臨
時
会
に
提
案

さ
れ
る
条
例
改
正
、
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

内
容
の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

月
5
日

12第
4
回
定
例
会
に
提
案

さ
れ
る
条
例
改
正
、
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

内
容
の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

月

・

日

10

22

23

本
別
町
及
び
上
富
良
野

町
に
お
い
て
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

月
3
日

12第
4
回
定
例
会
に
提
案

さ
れ
る
条
例
改
正
、
一
般

会
計
、
国
保
会
計
及
び
介

護
保
険
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
内
容
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

月

日

12

14

市
町
村
合
併
の
現
状
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
活
動

「議会改革」に関する議員研修
平成19年10月４日／栗山町

～栗山町議会における議会改革の取り組みについて～

栗山町
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議
会
広
報
研
修
会

及
び
行
政
調
査

北
海
道
町
村
議
会
議
長

会
主
催
に
よ
る
議
会
広
報

研
修
会
が
8
月
23
日
に
札

幌
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

5
名
全
員
の
議
会
報
特
別

委
員
が
参
加
し
、
議
会
広

報
づ
く
り
の
手
が
か
り
と

手
順
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
広
報
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
和
田
雅
之
氏

を
招
き
、
議
会
広
報
を
構

成
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
、

・
見
て
美
し
く

・
読
み
や
す
く

・
わ
か
り
や
す
く

を
柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
実
例
に
学
ぶ
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
道
内
3

町
村
の
議
会
広
報
を
題
材

と
し
て
、
良
い
と
こ
ろ
、

工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ
に
つ

い
て
具
体
的
に
評
価
を
す

る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
、
今

後
の「

み
ん
な
の
議
会」

作
成
に
と
て
も
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ

く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
8
月
22
日
に
は
、

行
政
調
査
と
し
て
、
新
十

津
川
町
に
お
い
て
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム「

陽
だ
ま

り
の
郷」

、
芦
別
市
に
お

い
て
芦
別
慈
光
園「

か
ざ

ぐ
る
ま」

の
地
域
密
着
型

介
護
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。

管
内
町
村
議
会

議
員
研
修
会

11
月
1
日
に
旭
川
市
に

お
い
て
、
上
川
町
村
議
会

議
員
会
主
催
に
よ
る
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議

員
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、「

地
方

分
権
時
代
の
自
治
体
経
営

と
議
会
の
役
割」

と
題
し
、

慶
応
義
塾
大
学
講
師（

前

鳥
取
県
知
事）

片
山
善
博

氏
の
講
演
が
あ
り
、
住
民

の
代
表
で
あ
る
議
会
の
真

の
使
命
、
役
割
の
重
要
性

と
責
任
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

研修報告・委員会活動

議会を傍聴してみませんか。 ・議会の使命は、「町の具体的政策を最終的に
決定する」「町が行う行財政の運営や事務処
理がすべて適法・適正・公平・効率的になさ
れているかを監視する」とされています。

・議会の定例会は、年4回（3月・6月・9月
・12月）開催され、臨時会は必要に応じて随
時開催されます。

・議会を傍聴するには、役場3階の議場傍聴席
入口に用意してある、傍聴者受付簿に住所・
氏名・年齢を記入するだけで傍聴することが
できます。

・次回の定例会は、 に開催の予定です。3月上旬

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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